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き
れ
い
に
な
り
た
い
…

で
も
契
約
、
施
術
の
前

に
よ
く
考
え
て
！！

■
困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口
は
…

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　

☎
１
８
８
（「
１い

や

や
８
８
泣
き
寝
入
り
」
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。）

　

消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
熊
谷

　
　

☎
０
４
８
‐
５
２
４
‐
０
９
９
９

　

役
場
『
消
費
者
相
談
窓
口
』

　
　

☎
76
‐
５
１
３
３
（
農
林
商
工
課
内
）

【
事
例
１
】

　

部
分
脱
毛
を
希
望
し
、
エ
ス
テ
店
に
行
っ
た
と

こ
ろ
、「
現
在
、
全
身
脱
毛
の
無
料
体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
中
で
、
体
験
当
日
に
契
約
す
る
と
１
年
間
24
回

コ
ー
ス
で
60
万
円
す
る
施
術
が
半
額
で
受
け
ら
れ
、

さ
ら
に
保
湿
化
粧
品
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
」
と
勧

誘
さ
れ
、
そ
の
場
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
分
割
払
い
の
契

約
を
し
た
。
帰
宅
後
に
よ
く
考
え
た
ら
、
多
忙
で

毎
月
２
回
は
通
え
ず
、
月
々
の
支
払
い
も
き
び
し

い
の
で
解
約
し
た
い
。

【
事
例
２
】

　
「
肌
が
つ
る
つ
る
に
な
る
」「
永
久
保
証
」
と
い
う

広
告
を
見
て
、
エ
ス
テ
店
に
行
き
、
２
年
間
35
万

円
の
光
脱
毛
の
全
身
コ
ー
ス
を
契
約
し
た
。
１
回

目
の
施
術
は
「
手
首
か
ら
肘
」
で
あ
っ
た
が
、
施

術
の
翌
日
、
脱
毛
箇
所
全
体
に
発
疹
と
強
い
か
ゆ

み
が
出
た
。
皮
膚
科
を
受
診
し
た
ら
、「
光
脱
毛
が

原
因
で
、
痕
が
一
生
残
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

言
わ
れ
た
。
エ
ス
テ
店
に
解
約
を
申
し
出
た
ら
、

10
万
円
の
解
約
料
を
請
求
さ
れ
た
。
納
得
が
い
か

な
い
。

ま
っ
た
」「
脱
毛
等
の
施
術
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
や
け
ど

や
炎
症
な
ど
の
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
」
と
い
っ

た
エ
ス
テ
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
エ
ス
テ
サ
ー
ビ
ス
の
大
半
は
、
長
期
間
継
続
し
て
受

け
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
高
額
な
契
約
と
な
る
こ
と

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
広
告
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情

報
だ
け
を
う
の
み
に
せ
ず
、
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
や
リ

ス
ク
に
つ
い
て
の
説
明
を
求
め
、
自
分
に
と
っ
て
必

要
な
施
術
な
の
か
、
支
払
い
可
能
な
金
額
で
あ
る
か

な
ど
を
慎
重
か
つ
冷
静
に
、
よ
く
検
討
し
て
か
ら
契

約
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
施
術
後
、
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
は
、
エ

ス
テ
店
に
申
し
出
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
す

ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

③
契
約
金
額
が
５
万
円
を
超
え
、
か
つ
契
約
期
間
が
１

か
月
を
超
え
る
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
、
脱
毛
な
ど
一
定

の
美
容
医
療
の
契
約
は
、
特
定
商
取
引
法
に
定
め
る

特
定
継
続
的
役
務
提
供
に
該
当
し
、
契
約
書
面
を

受
領
し
た
日
を
含
め
て
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間

を
過
ぎ
て
い
て
も
法
律
で
決
め
ら
れ
た
解
約
料
を
支

払
え
ば
、
中
途
解
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

困
っ
た
時
に
は
、
お
近
く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

街
で
勧
誘
さ
れ
た
り
、
情
報
誌
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
電
車
内
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
広
告
を
見
た
り
と
エ
ス

テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
に
行
っ
た
き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、「
無
料
体
験
だ
け
の
つ
も
り
が
、
お
得
な
サ
ー

ビ
ス
を
説
明
さ
れ
、
そ
の
場
で
高
額
な
契
約
を
し
て
し

普通救命講習会を開催します
命の助け方に関する講習会

■実施日時＝
　普通救命講習Ⅰ（公募実施分）
５月11日㈯、６月15日㈯、７月13日㈯、８月17日㈯　
午前９時～
　普通救命講習Ⅱ（公募実施分）
　９月14日㈯　午前９時～
※上記日程以外の普通救命講習Ⅰ・Ⅱ、普通救命講習Ⅲ、
上級救命講習、救命入門コースは団体での申込みに
より、児玉郡市広域消防本部などで開催可能です。

■実施場所＝児玉郡市広域消防本部　多目的ホール
■対　象＝児玉郡市内在住、在勤または在学する中学生
以上のかた
○講習は、１週間前まで随時受付し、定員（30名）になり
次第締め切ります。（７名未満の時は、実施を見送ること
があります。）

○団体申込は、実施希望日の２週間前までに事前連絡をお
願いします。

○受講申請書は、消防本部警防課および中央消防署で配付、
または組合ホームページからダウンロードできます。

講習区分 主な内容

普通救命講習Ⅰ

（３時間）
個人・団体可

・心肺蘇生法
　（ＡＥＤの使用法を含む。）
・大出血時の止血法
・気道異物除去法

普通救命講習Ⅱ

（４時間）
個人・団体可

・普通救命講習Ⅰの内容

・座学・実技の効果測定

普通救命講習Ⅲ

（３時間）
団体のみ

・小児・乳児・新生児に対する
応急手当

上級救命講習
（８時間）
団体のみ

・普通救命講習Ⅰ～Ⅲの内容

・傷病者管理法等

救命入門コース
（45分・90分）
団体のみ

・基本的な心肺蘇生法

・ＡＥＤの使用方法

令
和
元
年
度
の

区
長
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

　

町
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ

く
、
令
和
元
年
度
各
行
政
区
の
区
長
・
区
長
代
理
さ
ん
が
決
ま
り
、

４
月
24
日
に
開
か
れ
た
区
長
会
の
初
会
議
の
席
で
、
町
長
か
ら
委
嘱

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
区
長
・
区
長
代
理
さ
ん
と
区
長
会
の
会
長
・
副
会
長
さ
ん

は
次
の
と
お
り
で
す
。
１
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

問
合
せ
＝
総
務
税
務
課　

総
務
係　

☎
76
‐
１
１
１
５

行政区名 区長氏名 区長代理氏名
根　木 三 澤 隆 司 橋 本 英 和

関 柳 沢 　 章 町 田 喜 一 ・ 長 谷 川 真 司
南阿那志 平 野  鉄 次 山 﨑 　 進 ・ 柳 沢 秀 明
北阿那志 田 島 省 二 田 島 政 利

小茂田 田 熊 邦 彦 中 村 　 猛 茂 木 清 一
下児玉 中 澤 啓 二 大 芝 　 修
北十条 上 山 　 隆 岡 部 正 美
南十条 津 谷 俊 次 斉 藤 　 茂
沼　上 小 暮 健 一 堀 越 　 茂 ・ 福 島 勝 久
広　木 鈴 木 峯 一 林 　 郁 夫 ・ 小 林 　 勝
駒　衣 丸 山 　 浩 小 林 　 実 ・ 侭 田 富 夫
木　部 古 川 幸 三 小 暮 明 彦
古　郡 飯 島 康 則 田 沼 弘 行
甘　粕 野 口 正 美 池 田 政 喜 ・ 岡 崎 　 正
中　里 岡 田 和 已 松 木 治 郎
湯　栃 鈴 木 延 夫 関 口 勝 已
野　中 栗 原 　 裕 中 島 敏 典
小　栗 久 保 田 　 中 小 谷 野 　 猛
猪　俣 卜 部 利 平 卜 部 敦 夫
湯　本 石 川 正 樹 富 沢 光 男
大　仏 高 橋 　 務 清 水 　 仁
白　石 上 田 善 久 原 　 三 智 男
円良田 相 馬 累 司 小 林 　 信

会　長 岡 田 和 已（中里）

副会長
柳 沢 　 章（関）

鈴 木 延 夫（湯栃）

■問合せ・申込み＝
消防本部　警防課　☎24-8391
（午前８時～午後５時15分　土日祝日を除く）

中央消防署　救急係　☎24-8395
（上記以外の時間帯）

あ
り
が
た
き
も
の
水
空
気
時
と
人

　
生
か
さ
れ
癒
さ
れ
育
ま
れ

	

丸（
駒
　
衣
）山

　
好
子

渋じ
ゅ
う
た
い滞の
橋

き
ょ
う
じ
ょ
う
上
の
彼か

な
た方
に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

　
暮く

れ
る
都と

か
い会

の
水み

ず
い
ろ色

侘わ
び

し

	

中（
沼
　
上
）里

　
合
江

啓け
い
ち
つ蟄

に
ヘ
ビ
も
と
か
げ
も
の
そ
の
そ
と

　
虫む

し

が
ゾ
ロ
ゾ
ロ
野や

さ
い菜

害が
い

あ
り

	

清（
大
　
仏
）水

ミ
ヨ
子

石せ
き
ぶ
つ佛

の
ひ
ざ
に
置お

か
れ
た
野の

の
花は

な

に

　
黄き

ば羽
の
蝶

ち
ょ
う

来き

て
ひ
ら
り
と
遊あ

そ

ぶ

須（
北
阿
那
志
）
賀
　
茂
子

野の
か
ん
ぞ
う

萱
草
は
お
ひ
た
し
に
蕗ふ

き

と
ク
コ
の
芽め

　
蓬よ

も
ぎ

は
天て

ん

ぷ
ら
春は

る

を
喰く

う

	

原（
小
茂
田
）　

武
久

梅う
め

の
花は

な

道み
ち

行ゆ

く
人ひ

と

に
我わ

れ

見み

て
と

　
言い

わ
ぬ
ば
か
り
に
香か

お

り
豊ゆ

た

か
に

小（
大
　
仏
）林
カ
ツ
子

芽め

ぶ
き
時ど

き

山や
ま

の
さ
さ
や
き
聞き

こ
え
来く

る

　
朧お

ぼ
ろ
づ
き
よ

月
夜
に
夢ゆ

め

ふ
く
ら
み
て

	

福（
駒
　
衣
）島
惠
美
子

明め
い
じ治

よ
り
平へ

い
せ
い成

生い

き
た
祖そ

ぼ母
逝ゆ

き
て

　
九く

ね

ん

め

年
目
の
春は

る

「
令れ

い
わ和

」
始は

じ

ま
る

	

原（
下
児
玉
）田

　
淳
子

年と
し

と
り
て
出で

あ会
い
別わ

か

れ
の
春は

る

が
来き

た

　
落お

ち
込こ

み
は
敵て

き

進し
ん
か化
を
目め

ざ指
せ

	

有（
中
　
里
）馬

　
康
博

贈お
く

る
ペ
ン
貴あ

な
た女

を
案あ

ん

じ
待ま

つ
母は

は

に

　
便た

よ

り
つ
づ
り
し
近き

ん
き
ょ
う況

知し

ら
せ
て

	

有（
中
　
里
）馬

　
千
代

（出典：わたしたちの手話（３）
／（一財）全日本ろうあ連盟発行）

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
に
は
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・

ふ
り
が
な
等
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

～牛～

両手の親指と人差し指
で頭に「角」を表わす

 

短
歌


